
エアウィーヴはソチオリンピックに出場する
各国選手団1,000名以上の睡眠を支えています。

高反発マットレスパッド「エアウィーヴ」を製造･販売する株式会社エアウィーヴ（愛知県額田郡
幸田町、代表取締役社長：高岡本州）は、米国※1をはじめオーストリア※２、フランス※3、
ドイツ ※ 4 、スイス ※ 5 の欧州４カ国のオリンピック委員会と新たに契約を締結。各国から
メダルを狙うオリンピック出場選手にポータブルタイプの「エアウィーヴ」を提供します。

当社は2007年の事業開始以来、マットレスパッドを通じ多くのアスリートのコンディショニング
をサポートして参りました。その実績が評価され、事業開始6年目の2013年1月に公益財団法人
日本オリンピック委員会（以下JOC）とオフィシャルパートナーシップ契約（マットレスパッド・
ピロー・クッション）を締結しています。今回新たに5カ国のオリンピック委員会から選ばれ、
現地へ持参していただくことで、ソチオリンピックに出場する1,000名を超える各国選手団の睡眠
をサポートいたします。

なお、日本代表選手団へ提供したマットレスパッドは、2012年ロンドンオリンピックの際に
開発した特殊仕様エアウィーヴをベースに、腰への負担が大きい冬季競技の選手に合わせ
さらに改良を加えました。表裏で硬さの違う「DUAL MODE」タイプ2種類に加え、「DUAL MODE」
の機能はそのままに腰の部分だけを頭・足の位置に比べてさらに硬くした「DUAL MODE S-LINE」
タイプ2種類の計4種類を用意。出場選手の1人1人に実際にトライアルしていただき、ご自分に
合うものを選んでいただきました。また、今回新たに契約を結んだ5カ国の選手団へは、今後発売
予定の新ポータブルマットレスパッド「エアウィーヴ ポータブル DUAL MODE」を提供します。

報道関係各位 2014年1月吉日

※1）United States Olympic Committee 
(米国オリンピック委員会)

※2）Olympic Austria GmbH 
(オーストリアオリンピック委員会)

※3）French National Olympic and Sports Committee
(フランスオリンピック委員会)

※4）the German Olympic Sports Confederation
(ドイツオリンピック委員会)

※5）Swiss Olympic Association
(スイスオリンピック委員会） ソチオリンピック日本代表選手団

向け特殊仕様エアウィーヴ
「エアウィーヴ ポータブル DUAL MODE」



･商号 株式会社エアウィーヴ

･代表者 高岡 本州 （たかおか もとくに）

･創立 平成16年11月11日

・事業内容 マットレスパッド「エアウィーヴ」の製造･販売

・資本金 3,000万円

･所在地 愛知県額田郡幸田町大字荻字荒井28 

株式会社 エアウィーヴ 東京都港区新橋2-10-5 新橋原ビル8F TEL: 03-5511-2555 FAX: 03-5511-2556

◆マーケティング部 田附（タツキ） E-mail: atsuko_tatsuki@airweave.jp 携帯: 080-4068-4498

◆海外事業統括部 荒町（アラマチ） E-mail:fumi_aramachi@airweave.jp 携帯: 090-7682-0431

■会社概要

■本件に関するお問い合わせ先

エアウィーヴは、『空気（air）』を『編む（weave）』ような構造で、極
細繊維状樹脂を三次元的に絡み合わせることで、素材の90%以上
が空気という独自の構造を実現しています。そのため、「まるで空
気の上で眠っているような快眠」が実現できます。

快適な寝心地が評価され、トップアスリート、ANA国際線ファースト
クラス、JAL国際線新ビジネスクラス、石川県和倉温泉「加賀屋」
全室にとりいれられるなど、様々な採用実績があります。

■ 高反発マットレスパッド「エアウィーヴ」について

≪カスタマーセンター≫

0120-824-811（10：00～17:00）

URL: http://airweave.jp

≪エアウィーヴ、４つの特長≫

③素材の90%以上が空気
であるため、夏は蒸れず、
冬は空気断熱に優れ、
暖 か さ を も た ら す 。

①復元性（体重を押し戻す
力）が高いため、 睡眠時の
寝返りが楽にでき、熟睡を
サポート。

②優れた体圧分散で、体に
負担がかからない。

④中のエアウィーヴ素材
まで洗えて、清潔。

●フィギュアスケートの浅田真央選手が2009年から愛用。
●歌舞伎俳優の坂東玉三郎氏が2010年から愛用。
●女子スキージャンプの高梨沙羅選手が2012年から愛用。
●ロンドンオリンピックの日本代表を支援する文部科学省の『チーム「ニッポン」マルチサポート事業』

に参加。コンディショニング用品として特殊仕様のエアウィーヴを開発。
●JAL国際線ビジネスクラス「JAL SKY SUITE777」新ビジネスクラスに次いで、2014年1月より

ファーストクラスでもマットレスとピローを採用。

― エアウィーヴの主な採用実績 ―


